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新たに確認された赤坂石灰岩のコドノフジエラ
ーライケリナ帯について

川合康司＊・小野輝雄＊＊・堀　雅一＊＊＊

ReportonthenewareaofCodon（弗（Siella－ReichelinaZone血omAkasakaLimestone

KoujiKAWAI．TbHuOONO．MasakazuHoRI

Abstract

TheAkasakaLimestoneisafbssiliferousMiddletoUpperPemianLimestonesequenceoccumngintheMinoTerraininthe

InnerzoneofSouthwestJapan．

Especially，itisveryfamouspointfbritsoccunenceofnumberofmsulinidfbssils．

Gnmbel，aGemanpaleontologist，describedFusulinajqponicaGnmbel，1874，basedonthefusulinaceanlimestonecollected

備omAkasakaLimestone・SincethentheAkasakaLimestonehasbeenstudiedbyanumberofgeologistsandpaleontoIogists・

Kawai，OneOftheAuthorhavereadtwoareasofCbくわn（がlSiella－ReichetinaZonefromAkasakaLimestoneon60thAnnual

MeetingofPaleontologicalSocietyofJapan．

ThisReportisthediscoveryofnewareaofCbくわn帥ISiella－ReichelinaZoneflomAkasakaLimestone．

1．はじめに

赤坂石灰岩は，西南日本内帯の美濃帯の中にあり，中期一後期ペルム紀にかけての化石を多産する石灰岩帯である。

特に，フズリナ類の化石が多産することで有名なところとなっている。

ドイツの古生物学者のギュンベルが1874年に兄S初najqponicaを記載したことに始まり，多くの地質学者や古生物

学者によって赤坂石灰岩は研究されてきた。筆者の一人，川合は，1984年の日本古生物学会年会で，赤坂石灰岩の中

にCbdbn帥ISiella－Reichelina帯が2カ所存在することを報告した。

今回，赤坂石灰岩の北部で新たに（カdonq旬siella－Reichelina帯が存在することが判明したので，ここに報告する。

2．調査方法

赤坂石灰岩の北部，市橋地区には上部層から最上部層にかけての石灰岩体が露出している。したがって，上部層か
ら最上部層にかけて，連続した資料を採集することが可能である。

そこで，市橋地区の石灰岩体の地質柱状図を作成するとともに，12の地点から資料を採集し，フズリナ化石の同定

を行った。

確認されたフズl）ナ化石を柱状図上に記入し，考察を行った。（Fig．2，Plate）

3．赤坂石灰岩の層序

赤坂石灰岩は，フズリナ化石を基に，下部層，中部層，上部層，最上部層に分けられる。（村田・他1981，川合
MS）

これら各層の特徴は以下のとおりである。

（下部層）

赤坂石灰岩体の最東端と大久保採掘場の東，金生山神社の北側に分布している。灰白色で塊状の石灰岩で特徴付け
られ，下部には海綿を主体とし，ウミユリを含むBiolithiteが発達している。

本層の上部付近にはShikamaiaの密集層準が見られることも特徴の一つである。

化石としては，紡錘虫のほかに，二枚貝，巻貝，腕足類などがみられる。

紡錘虫化石はParq布sulinanakamigawaらCancellinanipponica，Neoschwagerinasimplex，lVerveekinasphaera

PseuLbくわIiolinaozawaiで特徴付けられる。

最下部は断層によって区切られているため不明であるが厚さは少なくとも80m以上に達している。
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徴付けられ，塊状である。フズリナは，CbdbnqhISiella，

（中部層）

大久保採掘場の北側の月見山付近，金生山神社の西側，上

田石灰工場の北側に分布する。走向N500－10。W，300－400

で西に傾いている。

黒色，あるいは暗灰色の層状石灰岩を主体としている。

単層の厚さは20－30cmと比較的薄く，石灰岩は緻密である。

また，各所に石灰質泥岩，流されて表面が破壊されたと思わ

れる紡錘虫化石の破片，二枚貝，巻貝，腕足類，Mizziaが多

く見つけられる。アンモナイトも時々見掛ける。

紡錘虫化石はColania，Pseudodoliolina，Neoschwagerina，

ParqnLSulina，で特徴付けられ，Pseudodoliolinaozawaiの層準

から始まり，Neoschwagerinamagaritaeの層準で終わってい

る。

本層の厚さは88mである。

（上部層）

大久保採掘場西側から，中部層を途中に挟み，赤坂石灰岩
の西側全体に分布している。走向は主に，NlO0－20oWで西

に40。～500で傾斜している。

黒色石灰岩で層理が発達している点では中部層と類似して
いるが，層理の厚さが50cm以上に達すること，石灰岩が泥質

であることが特徴である。

本層からは大型の巻貝，二枚貝化石，Waagenophyllum，

Shikamaia，Mizziaなどを泥質黒色石灰岩中に特徴的に産す

る。

紡錘虫化石はYdbeinadecom，ColanialaTga，Neoschwagerina

minoensis㌧】偽beinaglobosa，などがあり，特に，Zbbeinaglobosa

が本層の特徴的な化石といえる。

本層の厚さは約84mである。

（最上部層）

赤坂石灰岩西端と花崗山周辺，北部の市橋地区に分布する。

白色石灰岩，白色ドロマイト質石灰岩，暗灰色石灰岩で特
Reichelinaで特徴付けられる。

上部層のShikamaiaの密集層の上に整合で重なる。また，その上部は梅谷層に不整合で覆われるか，または，断層

で接している。

現在までの報告では，金生山南部の花崗山，西部の岩原の小地域に分布していることが知られている。（村田他
1978，SAKAGAMI1980，川合MS）

4，調査の結果

今回，金生山最北端の市橋地区において，最上部層（Codonqn‘Siella－Reichelina帯）が新たに確認された（Fig．1）

また，市橋地区に分布する上部層（Ydbeina帯），最上部層（Cbdon擁‘Siella－Reichelina帯）は，広範囲にわたり，

化石の保存状態も極めてよい。今まで，最上部層は花崗山と岩原地区にごく一部分しか残されていないとされてきた
が，市橋地区では，広範囲に存在することが確認できた。現在，表土に覆われている部分もまだ相当存在するので，

今後表土が取り払われれば現在よりも広い範囲にわたることが判明するであろう。

市橋地区の最上部層は，黒色泥質石灰岩を主体とする上部層に整合で重なる。岩相は，灰白色のドロマイト質石灰

岩に始まり，次第に，暗灰色のドロマイト質石灰岩へと漸移する。

従来，最上部層の層厚は30m～50m以上とされていた（石井・他1978，SAKAGAMI1980，川合MS）が，市橋地

区の最上部層の層厚は約80m以上に達することが判明した。梅谷層との境界は，表土に覆われており，今回の調査で
は確認できなかった。市橋地区の上部層の走向はN56。Wで，45－500で西に傾斜している。
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石灰岩中に含まれる化石としては，上部層から最上部層にかけて，フズリナ類の他に，シカマイア等の二枚貝，腕

足類，ウミユリ，海綿，ウニ，小型有孔虫類，Belleltphon等の腹足類，Wbagen（Phyllumが確認できた。

5．フズリナ化石について

今回，最上部層の中から，Codonq旬siellakueichowensis，Reichelinachanghsingensis，Ndnkinellasp．，Dunbarulasp．が

確認できた。
しかし，村田・他（1978）が述べたPalae銑ISulinaは今回も確認できなかった。

また，最上部層と整合の関係にある上部層の中から，保存状態の極めてよいYabeinaglobosa，Neoschwagerina

minoensisが確認できた。

6．まとめ

今回，赤坂石灰岩の北部から新たにCodon帥ISiella－Reichelina帯が確認できたことは，赤坂石灰岩のいわゆる最上

部層がさらに広範囲に渡っていることを示唆する。今まで，赤坂石灰岩の中程から北側にかけては，石灰岩中のフズ
リナ化石が変成を受け，その種類や構造を判別することが著しく困難とされてきた。

しかし，今回の調査で，市橋地区を中心とした北部一帯には，上部層から最上部層にかけて，化石の保存状態がよ
い部分が広範囲に渡り存在していることが確認できた。

さらに，今まで，花崗山と岩原地区にごく一部分しか残されていないとされてきたCodonqnlSiella－Reichelina帯が

市橋地区で80m以上の厚さで広範囲に渡って確認できたことは，赤坂石灰岩の最上部層の研究を，さらに詳しく行え
るとともに，日本の上部ベルム系の研究に寄与できることとなろう。

日本における上部ベルム系については，鳥山（1971），ベルム・三塁系ワーキンググループ（1975）などによって

議論されている。

日本の上部ベルム系の地層は，九州秩父帯の津久見層，三田井層，球磨層，北上山地の登米層，舞鶴帯の舞鶴層群

などに発達する。
このうち，登米層，舞鶴層群，球磨層は砂岩，頁岩を主体とした地層で，その中に石灰岩を狭在している。これら

の地層群では，紡錘虫化石を使っての上部ベルム系の詳しい生層序を確立することはできない。
一方，三田井層，津久見層では，石灰岩が発達しており，紡錘虫化石による詳しい生層序および化石帯の設定が期

待できる。

しかし，三田井層，津久見層においては，中部ベルム系一上部ベルム系は断層関係で接しており，厳密な意味での

中部ベルム系一上部ベルム系の生層序，化石帯の設定はできない。

今回調査した赤坂石灰岩では，中部ベルム系一上部ベルム系がほぼ連続的に得られること。また，日本の中部ベル
ム系の標準層序が赤坂石灰岩から得られていることなどからして，今後，日本の中・上部ベルム系の生層序の研究に

おいて，最も重要なセクションとなろう。

南部中国をはじめとして，テーナス海地域において，Ydbeina石灰岩の上に，Codon擁lSielLa－Reichelina動物群，

PalaeQfiISulina動物群を含む厚い上部ベルム系の存在が知られるに至り，Ydbeina層準の最上部までが中部ベルム系と

されるようになった。

中国南部の中・上部ベルム系の層序と対比すると，赤坂石灰岩の上部層までが中部ベルム系となり，最上部層が上

部ベルム系となる。
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Expl a n a ti o n o f Pl a t e

Fig．1－3Codon擁ISiellakwangsiana SHENG Frompointno，6

1，2　Axialsectionsl，×502，×80

3　　Sagittalsection X50

Fig．4，5　DunbarulasuzukiiIGOandIGO Frompointno，6

4　　Tangentialsection X100

5　　Sagittalsection XlOO

Fig．6，7　ReichelinachanghsingensisSHENGetCHANG FrompolntnO，7

6　　Axialsections X60

7　　Sagittalsection XlOO

Fig．8，9　Ndnkinellasp．Frompointno，7

8　　Tangentialsection X50

9　　Sagittalsection X60
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